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仏教伝道文化賞
　Ａ項　研　究・論　文・著　述・翻　訳・踏　査・出　版・その他

　Ｂ項　文　芸・美　術・音　楽・評　論・その他
　Ｃ項　伝道者・実践者・その他

仏教伝道功労賞
　長年に亘って仏教伝道に尽力された長老

仏教伝道文化賞・功労賞

　Ｂ　項　紀野　一義　氏
1922 年山口県生まれ。わかり
易い仏教啓蒙書を多く著わし、
仏教の現代化に貢献。

第 2回　文化賞　昭和 43年
　Ｂ　項　北川　桃雄　氏
1899 年東京生まれ。著作を通
じて日本の古都・秘仏等仏教
美術を、内外に紹介。

第 1回　文化賞　昭和 42年
　Ａ　項　岩野　真雄　氏
1892 年東京生まれ。長年にわ
たり『国訳一切経』を始め経
典の和訳・出版事業に献身。

　Ｃ　項　綱脇　龍妙　氏
1876 年福岡県生まれ。ハンセ
ン病患者救済事業の先覚者。
法華経「常不軽品」の人間礼
拝を実践。

第 3回　文化賞　昭和 44年
　Ａ　項　梅原　　猛　氏
1925 年仙台生まれ。哲学者と
して仏教思想研究に専念。仏
教の啓蒙に新風。

第 5回　文化賞　昭和 46年
　Ｂ　項　大内　青圃　氏
1898 年東京生まれ。わが国彫
塑界の高峰。仏像制作に独自
の境地を開拓した。

　Ｃ　項　常光　浩然　氏
1891 年広島県生まれ。全一仏
教運動に献身。戦後、仏教新
聞を創刊する等実践の人。

　Ｂ　項　丹羽　文雄　氏
1904 年三重県生まれ。作家と
して『親鸞』著作の功績ほか
仏教文学の高揚を称えて。

第 4回　文化賞　昭和 45年
　Ａ　項　平川　彰　氏
1915 年愛知県生まれ。『初期
大乗仏教の研究』等で、世界
的な研究成果をおさめる。

　Ｃ　項　久保瀬暁明　氏
1905 年サンフランシスコ生ま
れ。米国の東本願寺二世開教
使として当地開教の第一線に
立つ。

第 6回　文化賞　昭和 47年
　Ａ　項　藤田　宏達　氏
1928 年北海道生まれ。原始浄
土思想という未開拓の分野で
先駆的業績をあげる。

　Ｃ　項　小野清一郎　氏
1891 年岩手県生まれ。わが国
法曹界の最高権威であるとと
もに熱烈な親鸞信者。
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第 7回　文化賞　昭和 48年
　Ａ　項　友松　圓諦　氏
1895 年名古屋生まれ。昭和初
期、大衆啓蒙運動をすすめ、
その後も真理運動を推進。

　功労賞　野生司香雪　氏
1884 年香川県生まれ。釈尊を
題材とする仏教画制作に生涯
をささげた。

第 8回　文化賞　昭和 49年
　Ｂ　項　武田　泰淳　氏
1912 年東京生まれ。作家、宗
教者として絶望的な人間の現
実を直視し叡智を探求。

　Ｃ　項　常盤　勝憲　氏
1930 年大阪生まれ。壷坂寺住
職として盲人の福祉に献身。
ハンセン病患者救済運動にも
活躍。

　功労賞　藤井　日達　氏
1885 年熊本県生まれ。日本山
妙法寺サンガの指導者。非暴
力平和運動の実践につくす。

第 9回　文化賞　昭和 50年
　Ａ　項　中村　　元　氏
1912 年島根県生まれ。わが国
仏教学界の最高権威。『仏教
語大辞典』編纂の功績をたた
えて。

　功労賞　大西　良慶　氏
1875 年奈良県生まれ。清水寺
貫主。社会福祉事業、伝道教化、
日中仏教交流等に活躍。

　Ｃ　項　クリスマス・
　　　　　　ハンフレイズ　氏
1901 年ロンドン生まれ。ロン
ドン仏教会長として、仏教の
世界的伝道に活躍した。

　Ｂ　項　黛　　敏郎　氏
1929 年横浜生まれ。幽玄な鐘
の音や仏教の声明を主題に、
一連の仏教音楽を創作。

第 10回　文化賞　昭和 51年
　Ａ　項　玉城康四郎　氏
1915 年熊本県生まれ。卓越し
た比較哲学の能力と文献考証
により、仏教思想を追求。

　功労賞　山口　　益　氏
1895 年京都生まれ。すぐれた
学術論文を発表。『仏教聖典』
の編集・出版に対して。

　功労賞　清水谷恭順　氏
1891 年群馬県生まれ。浅草寺
の貫主として、実践布教。学
者として密教学研究の権威。

第 11回　文化賞　昭和 52年
　Ｂ　項　平山　郁夫　氏
1930 年広島県生まれ。日本画
家。シルクロード等仏跡を題
材に多くの作品を発表。

　Ｃ　項　山田　無文　氏
1900 年愛知県生まれ。花園大
学学長として学生指導、著作・
講演等を通じて実践布教。

　功労賞　松浦しのぶ　氏
1896 年福井県生まれ。北米開
教使夫人として内助の功。「心
の母」として慕われる。

   Ｂ　項　中山　玄雄　氏
1902 年滋賀県生まれ。天台声
明の大家。出演・発表、後進
の指導、著作等に功績大。
























